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近年、3D プリンティング技術の進歩により、歯科医療における三次元データ活用は「可視化」から

「実体化」へと発展している。とくに矯正歯科および顎変形症治療では、歯列、顎骨、顔面軟組織を統

合した立体的理解が不可欠であるが、従来のモニタ上の 3D 画像や歯列模型や従来型の実態モデルのみ

では、顔貌変化や外科的操作を含めた総合的把握には限界がある。本講演では、CBCT、口腔内スキャ

ン、3D フェイススキャン等のデータを統合し、患者固有の顎顔面形態、歯列、骨格情報を再現する

「3D クローンフェイスモデル」の開発と、その臨床・教育応用について報告する。本モデルは、顔

貌、咬合、骨格の相互関係を実体として把握できる点に特徴があり、外科矯正の術前検討、治療計画立

案、医療者間の情報共有、患者説明、若手医療者の教育に有用と考えられる。また、患者自身が治療前

後の顔貌変化を立体的に理解できることは、治療への納得性や意思決定支援にも寄与する可能性があ

る。さらに、矯正歯科医、口腔外科医、スタッフらが同一の立体情報を共有できる点は、チーム医療の

精度向上にも有益と考えられる。ヘッドマウントディスプレイ等を用いた XR 空間上の三次元情報と実

体モデルを往還しながら診断・シミュレーションを行うことで、より直感的で没入感の高い治療計画環

境の構築を試みている。顔面は骨、歯、皮膚、軟組織が高密度に集積する複雑な領域であり、その再現

への挑戦自体が今後の医療用実体モデル開発の試金石となる。将来的には、質感、温度、出血表現など

生体らしさの再現を志向した「Living Face Model」へ発展させることで、顔面領域における実践的シミ

ュレーション教育の高度化に加え、歯科発の実体モデル技術として医科領域の教育や手術シミュレーシ

ョンへの展開可能性についても考察する。 
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団法人日本オーラルヘルス協会代表理事。矯正歯科・顎変形症の臨床を基盤に、術前診断から外科矯

正、術後の咬合管理に至るまで、顎変形症に対する総合的治療をグループ内で完結する体制を構築して

いる。さらに、CBCT・口腔内スキャン・3D フェイススキャンを統合した三次元診断、3D プリンティ

ングによる 3D クローンフェイスモデルの開発、XR を活用した術前シミュレーションおよび医療教育

など、次世代デジタル歯科医療の研究・臨床実装に取り組んでいる。 
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